
路思惑

坂
東
玉
三
郎
足合
同
公
j

中
国
・
昆
劇

3

シ
写
、

ロ
4
4

M
M
V
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
y
i

篇

融
玉
三
郎
Vの
す
蘇
州

9

舞
台
篇

一A
J推
翠
叫

蘇
州
科
学
技
術
文
化
セ
ン
タ
ー

社麗娘

坂東玉三郎

撮影/岡本隆史

援護

中
国
陶
酔
ロ

グ
ア
ジ
ア
の
至
宝
“

坂
東
玉
三
郎

情
と
美
の
極
致
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ぼ

た

ん

て

い

ijEEi
器丹
文主主主

中

国

・

蘇

州

で

の

玉

三

郎

&

昆

劇

「

牡

丹

亭

』

(

2

0

0

9

年
3
月

)

が

、

早

く

も

白

木

の

ス

ク

リ

ー

ン

ヘ

ロ

{

解

説

〕

日

本

の

歌

舞

伎

よ

り

も

長

い

、

六

百

年

と

い

う

伝

統

を

持

つ

中

国

の

昆

劇

。

二

O

O八

年

三

月

の

北

京

公

演

に

続

き

、

二

O

O九

年

三

月

十

三

日

、

昆

劇

の

メ

ッ

カ

で

あ

る

中

国

・

蘇

州

で

、

坂

東

玉

三

郎

が

主

役

と

し

て

客

演

し

た

昆

劇

『

牡

丹

亭

L
の

上

演

が

遂

に

実

現

、

そ

れ

は

ま

さ

に

日

中

の

、

い

や

ア

ジ

ア

の

文

化

的

歴

史

的

大

事

件

と

な

り

ま

し

た

。

前

年

の

北

京

で

の

台

本

に

三

つ

の

場

を

付

け

加

え

た

蘇

州

で

の

公

演

は

大

成

功

、

見

事

な

中

国

語

(

蘇

州

諸

)

の

せ

り

ふ

と

歌

を

駆

使

す

る

玉

三

郎

の

迫

真

の

演

技

に

、

中

国

の

観

客

は

酔

い

し

れ

熱

狂

的

な

拍

手

を

送

っ

た

の

で

す

。

中

国

の

多

く

の

人

々

に

と

っ

て

衝

撃

的

だ

っ

た

の

は

、

中

国

の

伝

統

劇

で

あ

る

昆

劇

が

、

日

本

の

歌

舞

伎

の

立

女

形

に

よ

っ

て

新

し

い

命

を

得

た

と

感

じ

ら

れ

た

こ

と

で

す

。

中

国

人

が

、

日

本

人

で

あ

る

玉

三

郎

に

よ

っ

て

毘

劇

を

再

発

見

し

た

の

で

す

。

「

梅

蘭

芳

(

メ

イ

ラ

ン

フ

ァ

ン

H
二

十

世

紀

前

半

の

京

劇

の

伝

説

的

名

優

)

が

昆

劇

の

舞

台

の

上

に

蘇

っ

た

か

の

よ

う

、

だ

。

」

「

玉

三

郎

は

、

日

本

、

だ

け

で

は

な

く

、

も

は

や

ア

ジ

ア

の

至

宝

、

だ

。

」

公

演

に

は

中

国

の

メ

デ

ィ

ア

が

殺

到

し

、

翌

朝

の

新

聞

、

テ

レ

ビ

は

、

お

び

た

だ

し

い

数

の

賛

辞

で

埋

ま

り

ま

し

た

。

坂

東

玉

三

郎

は

、

北

京

と

蘇

州

の

公

演

を

経

て

、

中

国

で

も

一

気

に

大

ス

タ

!

と

な

っ

た

の

で

す

。

こ

の

伝

説

的

公

演

を

、

日

本

の

観

客

の

み

な

さ

ま

に

は

、

シ

、

不

・

マ

歌

舞

伎

特

別

篇

『

牡

丹

亭

』

と

し

て

臨

場

感

あ

ふ

れ

る

映

像

と

音

響

に

て

、

い

ち

早

く

大

ス

ク

リ

ー

ン

で

ご

覧

い

た

だ

き

ま

す

。

今

回

は

、

蘇

州

科

学

技

術

文

化

芸

術

セ

ン

タ

ー

で

の

公

演

だ

け

で

な

く

、

蘇

州

で

の

玉

三

郎

の

す

べ

て

も

カ

メ

ラ

に

お

さ

め

ま

し

た

。

第

一

部

(

ド

キ

ュ

メ

ン

タ

リ

ー

篇

)

と

第

二

部

(

舞

台

篇

)

の

二

部

構

成

で

お

楽

し

み

い

た

だ

き

ま

す

。

ご

期

待

下

さ

い

日

と

う

け

ん

そ

【

あ

ら

す

じ

】

『

牡

丹

亭

還

魂

記

』

は

、

明

代

の

劇

作

家

・

湯

顕

祖

(

1

5

5

0

i

1

6

1

6

)

の

代

表

作

で

あ

り

、

毘

劇

を

代

表

す

る

名

作

で

す

。

と

れ

い

じ

よ

う

り

ゅ

う

む

ん

ば

い

南

安

太

守

の

令

嬢

・

社

麗

娘

は

、

・

春

の

う

た

た

ね

の

夢

に

柳

夢

梅

と

い

う

若

者

と

出

会

い

ま

す

。

瞬

く

聞

に

恋

に

落

ち

た

二

人

は

、

十

三

人

の

花

神

た

ち

の

祝

福

の

中

で

結

ば

れ

、

歓

喜

の

時

を

過

ご

し

ま

す

が

、

気

が

つ

け

ば

そ

れ

ら

は

す

べ

て

夢

の

中

で

の

出

来

事

で

し

た

。

夢

の

中

で

の

恋

が

忘

れ

ら

れ

ず

、

柳

夢

梅

へ

の

思

い

は

日

増

し

に

募

り

、

そ

の

思

い

の

あ

ま

り

社

麗

娘

は

病

に

躍

り

、

は

か

な

く

こ

の

世

を

去

り

ま

す

。

し

か

し

、

二

人

の

愛

は

そ

れ

で

は

終

わ

り

ま

せ

ん

で

し

た

。

そ

の

あ

と

信

じ

ら

れ

な

い

展

開

が

・

・

。

今

回

は

、

前

年

の

北

京

で

の

「

遊

園

、

驚

夢

、

堆

花

、

写

真

、

離

魂

」

に

、

「

叫

画

、

幽

矯

、

回

生

」

の

一

二

つ

の

場

を

加

え

、

美

と

情

あ

ふ

れ

る

玉

三

郎

&

昆

劇

の

世

界

を

存

分

に

お

楽

し

み

い

た

だ

き

ま

す

。

2009 年秋2009 年片付と取れ|ト東… ill 劇|
特別鑑賞券￥ 1 ，800( 税込、当日

料金￥ 2，000 均一の処)は各劇場

窓口にて順次販売致します。

6月27 日(土)

'"-7 月 17 日(金)

6月6 日(土)'"-

6月 13 日(土)'"-

5月30 日(土)'"-

2009 年


